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「地域包括ケアと在宅医療」
～CNK-ML 過去・現在・未来～

在宅医療が日本を変える。

■
在
宅
ケ
ア
ネ
ッ
ト
鹿
児
島
Ｍ
Ｌ

（
以
下
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︱
Ｍ
Ｌ
）
創
設

の
動
機
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

中
野　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
に
象
徴
さ
れ

る

Ｉ

Ｃ

Ｔ
（Inform

ation 

a
n

d
 C

o
m

m
u

n
ic

a
tio

n 

T
echnology

）
が
劇
的
に
社
会

を
変
え
て
い
ま
す
。
そ
の
変
化

は
「
情
報
革
命
」
と
呼
ば
れ
、
人

類
史
上
、
農
業
革
命
、
産
業
革
命

に
次
ぐ
第
三
の
革
命
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
（
以
下
、

Ｍ
Ｌ
）
活
用
の
も
た
ら
す
意
味
も

ま
た
革
命
的
で
す
。
従
来
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
は
、
す
べ
て
一
方
向
の

情
報
伝
達
手
段
で
あ
り
、
情
報
を

発
信
す
る
側
と
受
け
る
側
と
の
間

に
階
層
構
造
を
形
成
し
ま
す
。
し

か
し
Ｍ
Ｌ
は
、
そ
の
情
報
交
換
が

常
に
双
方
向
で
あ
り
、
参
加
者
全

員
参
加
型
の
会
議
が
、
常
時
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
で
開
催
で
き
る

環
境
な
の
で
す
。
ゆ
え
に
Ｍ
Ｌ

は
、
対
人
関
係
の
意
識
革
命
を
起

こ
し
、
社
会
や
組
織
の
構
造
に
も

変
革
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

　

そ
こ
は
、
年
齢
も
性
別
も
、
職

業
も
関
係
の
な
い
、
フ
ラ
ッ
ト
な

社
会
で
す
。
問
わ
れ
る
の
は
立
場

や
肩
書
き
で
は
な
く
、
ど
ん
な
考

え
方
を
持
ち
、
ど
ん
な
情
報
を
発

信
す
る
の
か
な
ど
、
そ
の
人
そ
の

も
の
で
す
。
Ｍ
Ｌ
に
象
徴
さ
れ
る

情
報
革
命
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
）
は
、

人
間
社
会
を
上
意
下
達
型
縦
割
社

会
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
フ

ラ
ッ
ト
社
会
へ
と
根
本
的
に
変
革

す
る
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ
の

力
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
う

し
た
考
え
か
ら
、
鹿
児
島
地
域
で

の
多
職
種
連
携
へ
の
活
用
を
第
一

の
目
的
に
、
２
０
０
６
年
11
月
21

日
、
私
は
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

■
現
在
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︱
Ｍ
Ｌ
の
活
動

状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
野　

Ｍ
Ｌ
の
人
数
制
限
の
関
係

で
、
昨
年
、
グ
ー
グ
ル
Ｍ
Ｌ
か
ら

ユ
ー
ミ
ン
Ｍ
Ｌ
（
東
京
大
学
の
医

療
系
Ｍ
Ｌ
）
に
移
行
し
た
た
め
、

最
新
の
詳
細
な
数
字
は
把
握
し
て

い
な
い
の
で
す
が
、
昨
年
８
月
時

点
で
参
加
者
は
１
４
０
０
名
を
超

え
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
３
割

が
在
宅
医
療
に
関
心
の
あ
る
医
師

で
、
そ
の
ほ
か
訪
問
看
護
師
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
薬
剤
師
、
歯
科

医
師
、
ヘ
ル
パ
ー
、
医
療
教
育
関

係
者
、
官
僚
、
政
治
家
、
メ
デ
ィ

ア
関
係
者
、
一
般
市
民
、
患
者
、

家
族
の
参
加
も
あ
り
ま
す
。
な
か

で
も
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
や
一
般
市
民

の
意
見
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
発
信
数
に
つ
い

て
は
、
Ｍ
Ｌ
開
設
か
ら
６
年
間

で
３
万
３
５
８
０
の
メ
ー
ル
が

や
り
取
り
さ
れ
ま
し
た
。
平
均

す
る
と
年
間
で
５
０
０
０
、
月

４
０
０
、１
日
15
件
と
な
り
ま
す
。

発
信
さ
れ
る
内
容
は
、
医
療
関
係

の
み
な
ら
ず
、
政
治
経
済
、
歴
史
、

哲
学
、
文
化
、
地
域
、
教
育
、
環

境
、
介
護
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り

ま
す
。

　

運
営
に
当
た
っ
て
は
予
算
は

ゼ
ロ
で
、
医
療
法
人
ナ
カ
ノ
会

の
Ｓ
Ｅ
が
Ｍ
Ｌ
の
入
会
・
退
会
登

録
を
、
私
が
Ｍ
Ｌ
の
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
の
オ
フ

会
と
し
て
、
２
０
１
０
年
11
月
か

ら
、
定
期
的
に
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
と
い
う

仮
想
空
間
で
集
う
人
々
が
、
直
接

リ
ア
ル
の
場
で
出
会
う
重
要
な

場
で
あ
り
、
こ
の
直
接
の
出
会
い

の
場
を
有
意
義
な
も
の
に
す
る

た
め
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
と
い

う
仮
想
空
間
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は

Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
メ
ン
バ
ー
が
手

弁
当
で
集
ま
り
、
活
発
な
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
本
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
厚
生
労
働

省
の
官
僚
の
方
々
も
参
加
さ
れ
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
議
論
さ
れ

た
結
果
を
ま
と
め
た
政
策
提
言

は
、
た
と
え
ば
２
０
１
２
年
度

医療法人ナカノ会理事長
ナカノ在宅医療クリニック院長

中野 一司氏

Ｍ
Ｌ
の
議
論
で
育
ま
れ
発
信
さ
れ
る

キ
ュ
ア
か
ら
ケ
ア
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ

鹿
児
島
の
在
宅
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、
今
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
会
員
は
、
全
国
や
海
外

に
ま
で
広
が
る
在
宅
ケ
ア
ネ
ッ
ト
鹿
児
島
Ｍ
Ｌ
（
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︱
Ｍ
Ｌ
）。
日
々
の
議
論
も
医
療
、
介
護
問
題
に
留
ま
ら

ず
政
治
・
経
済
・
歴
史
・
哲
学
・
教
育
等
に
も
お
よ
び
、
話
題
が
絶
え
な
い
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︱
Ｍ
Ｌ
の
創
設
か
ら
今
日
ま

で
の
活
動
に
つ
い
て
、
主
宰
者
で
あ
る
中
野
一
司
氏
に
聞
く
。
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（
平
成
24
年
度
）
の
診
療
報
酬
改

定
・
介
護
報
酬
改
定
に
も
反
映

さ
れ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

■
２
０
０
９
年
に
開
催
さ
れ
た
、

第
11
回
日
本
在
宅
医
学
会
大
会

の
企
画
・
運
営
は
、
従
来
型
の

実
行
委
員
会
を
組
織
せ
ず
、
大
会

長
で
あ
る
中
野
先
生
お
一
人
で
、

Ｃ
Ｎ
Ｋ
︱
Ｍ
Ｌ
を
通
じ
て
企
画
・

連
絡
・
広
報
を
行
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

中
野　

Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
を
通
じ

て
の
学
会
の
企
画
・
運
営
は
、
一

種
の
社
会
実
験
で
も
あ
り
ま
し

た
。
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
の
立
ち
上

げ
は
、
鹿
児
島
地
域
で
の
多
職

種
連
携
へ
の
活
用
が
第
一
の
目

的
で
し
た
が
、
同
時
に
こ
の
大

会
の
準
備
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
の
で

す
。
結
果
と
し
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲

Ｍ
Ｌ
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
実
行

委
員
兼
演
者
兼
聴
衆
と
な
っ
て
、

90
の
一
般
演
題
、
例
年
の
倍
に

当
た
る
１
０
０
０
名
の
大
会
参

加
で
、
大
会
は
大
成
功
に
終
わ

り
ま
し
た
。

■
さ
ら
に
中
野
先
生
は
、
一
般

社
団
法
人
全
国
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
連
絡
会
の
Ｍ
Ｌ
も
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

中
野　

全
国
在
宅
療
養
支
援
診

療
所
連
絡
会
は
、
国
の
在
宅
医

療
推
進
会
議
の
も
と
、
２
０
０
８

年
３
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ

で
の
実
績
を
買
わ
れ
て
連
絡
会

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
局
長
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
り
、
連
絡
会
Ｍ
Ｌ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
フ

ル
活
用
し
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
会
員
は
９
０
０
名
を

超
え
、
連
絡
会
Ｍ
Ｌ
に
て
、
様
々

な
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
は
新
し
い
分
野
で
す

か
ら
、
そ
れ
を
担
う
医
師
に
と
っ

て
も
多
く
の
戸
惑
い
や
疑
問
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
Ｍ
Ｌ
で

は
、
診
療
報
酬
の
請
求
の
仕
方
、

モ
ル
ヒ
ネ
の
使
い
方
、
認
知
症

ケ
ア
の
提
供
の
仕
方
な
ど
、
多

様
で
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
し
、
一
般
開
業
医

に
対
し
て
の
在
宅
医
療
へ
の
参

入
支
援
と
い
う
、
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

■
現
在
、
医
療
関
連
の
Ｍ
Ｌ
は
、

国
内
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
Ｃ
Ｎ
Ｋ

︱
Ｍ
Ｌ
は
、
非
常
に
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
、
し
か
も
単
な
る

議
論
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本

の
在
宅
医
療
の
普
及
・
促
進
に

大
き
な
役
割
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
秘
訣
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

中
野　

ま
ず
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
の

管
理
は
、
私
自
身
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
考
え
、
そ
れ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
毎
朝
２
時
間
は
Ｍ
Ｌ
管

理
に
費
や
し
ま
す
し
、
こ
の
２

時
間
は
、
私
の
貴
重
な
勉
強
時

間
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｍ
Ｌ
は
あ

る
意
味
で
〝
生
き
物
〟
で
す
か
ら
、

各
人
の
メ
ー
ル
に
丁
寧
に
返
事

を
す
る
こ
と
に
よ
る
Ｍ
Ｌ
の
丁

寧
な
ケ
ア
こ
そ
、
Ｍ
Ｌ
を
う
ま

く
機
能
さ
せ
る
た
め
の
秘
訣
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
こ
う
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、

法
人
の
経
営
に
は
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

中
野　

経
営
面
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
関
し
て
は
、
ま
ず
医
師

の
負
荷
を
可
能
な
限
り
取
り
去

る
と
い
う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
、
完
全

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実
現
し
、
看

護
記
録
も
電
子
カ
ル
テ
で
看
護

師
が
直
接
入
力
し
、
法
人
内
で

医
療
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

運
転
手
を
除
く
ス
タ
ッ
フ
全
員

が
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
し
、
法

人
内
Ｍ
Ｌ
を
活
用
で
き
る
環
境

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

診
療
記
録
や
看
護
記
録
が
一
覧

で
き
、
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
の

診
療
の
レ
ベ
ル
が
格
段
に
向
上

し
ま
し
た
。
ま
た
法
人
内
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り
業
務
の
効
率
化

を
図
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
個
人
的

に
は
完
全
週
休
２
日
制
で
年
休

完
全
消
化
を
実
現
し
な
が
ら
、

法
人
全
体
と
し
て
は
年
中
無
休
、

24
時
間
、
３
６
５
日
対
応
を
実

現
し
、
経
営
状
態
を
良
く
す
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
少
し
具
体
的
に
説
明
し

ま
す
と
、
た
と
え
ば
電
子
カ
ル

テ
に
つ
い
て
は
、
医
師
で
あ
る

私
は
、
電
子
カ
ル
テ
に
直
接
所

見
を
書
き
込
み
ま
せ
ん
。
前
も
っ

て
パ
ソ
コ
ン
に
準
備
し
て
い
る

訪
問
診
療
用
の
電
子
メ
モ
に
所

見
を
上
書
き
し
、
そ
れ
を
電
子

メ
ー
ル
で
法
人
内
Ｍ
Ｌ
に
転
送

し
ま
す
。
こ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

訪
問
診
療
記
録
を
法
人
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
共
有
し
、
後
日
、
事

務
職
員
が
、
患
者
別
の
所
見
を

電
子
カ
ル
テ
に
コ
ピ
ー
・
ペ
ー

ス
ト
で
転
記
す
る
の
で
す
。

　

こ
の
方
法
は
、
患
者
情
報
の

共
有
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

反
面
、
法
人
全
体
の
事
務
作
業
が

通
常
の
２
～
３
倍
に
増
え
ま
す
。

こ
の
点
で
、
事
務
職
員
の
人
件
費

も
増
え
る
の
で
す
が
、
結
果
と
し

て
経
営
上
は
有
利
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
医
師
の
人
件
費
は
事

務
職
員
の
３
～
５
倍
に
当
た
り

ま
す
か
ら
、
た
と
え
事
務
作
業

が
２
～
３
倍
増
え
た
と
し
て
も
、

ト
ー
タ
ル
で
の
人
件
費
は
削
減

さ
れ
る
の
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

業
務
作
業
の
多
く
を
事
務
職
員

に
振
り
分
け
、
医
師
の
負
担
を

可
能
な
か
ぎ
り
取
り
去
る
こ
と

で
す
。
と
こ
ろ
が
多
く
の
医
療

機
関
で
は
、
こ
う
し
た
電
子
カ

ル
テ
の
使
い
方
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
む

し
ろ
医
師
の
負
担
は
重
く
な
り
、

事
務
職
員
は
暇
に
な
る
と
い
う

効
率
性
の
悪
い
シ
ス
テ
ム
に
陥

り
や
す
い
の
で
す
。

　

ま
た
見
方
を
変
え
る
と
、
事

務
職
員
の
作
業
量
を
２
～
３
倍
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「地域包括ケアと在宅医療」
～CNK-ML 過去・現在・未来～

在宅医療が日本を変える。

ア
」、
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い

客
観
に
沿
う
形
で
主
観
が
変
わ

る
の
を
支
援
す
る
対
人
援
助
を

「
ケ
ア
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
（
図

１
）。

　

病
気
を
検
査
し
治
療
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
病
院
は
、
治
療

（
キ
ュ
ア
）
が
実
践
さ
れ
る
場
で

あ
る
の
に
対
し
、
在
宅
で
は
病
気

は
生
活
（
ケ
ア
）
の
一
部
で
あ
り
、

必
ず
し
も
検
査
や
治
療
な
ど
の

「
キ
ュ
ア
」
が
優
先
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
や
病
気

が
あ
っ
て
も
、
地
域
で
最
後
ま

で
生
活
す
る
こ
と
を
医
療
的
に

保
障
す
る
の
が
、「
ケ
ア
志
向
の

在
宅
医
療
」
な
の
で
す
。
そ
の

結
果
は
、
在
宅
で
の
看
取
り
に

結
び
つ
き
ま
す
。
ゆ
え
に
、
在

宅
で
の
看
取
り
は
国
の
財
源
確

保
の
目
的
（
キ
ュ
ア
）
で
は
な
く
、

患
者
の
望
む
医
療
を
実
践
し
た

文
化
研
究
科
特
任
教
授
で
あ
る

村
田
久
行
先
生
の
、
キ
ュ
ア
と
ケ

ア
の
概
念
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

村
田
理
論
で
は
、
苦
し
み
は
そ

の
人
の「
客
観
的
な
状
況
」と「
主

観
的
な
想
い
・
願
い
・
価
値
観
」

の
ず
れ
か
ら
生
ず
る
と
さ
れ
ま

す
。
こ
の
ず
れ
を
修
正
す
る
こ

と
が
苦
し
み
を
と
る
対
人
援
助

で
あ
り
、
主
観
に
沿
う
形
で
客

観
を
変
え
る
対
人
援
助
を
「
キ
ュ

に
増
や
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
事

務
職
員
の
雇
用
を
創
出
し
た
と

い
う
こ
と
に
も
な
り
、
効
率
的

な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
、
新
た
な

雇
用
創
出
に
も
つ
な
が
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
実
現
に
向
け

拡
充
が
期
待
さ
れ
る
、
在
宅
医

療
の
あ
る
べ
き
方
向
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
野　

先
日
、
厚
生
労
働
省
の

「
専
門
医
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
で
、
専
門
医
制
度
改
革

が
検
討
さ
れ
、
従
来
の
18
診
療
科

専
門
医
に
加
え
、
新
た
に
総
合

診
療
専
門
医
の
導
入
が
決
ま
り

ま
し
た
。
私
は
昨
年
12
月
に
出
版

し
た
『
在
宅
医
療
が
日
本
を
変

え
る
︲
キ
ュ
ア
か
ら
ケ
ア
へ
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ
ン
ジ　
【
ケ
ア

志
向
の
医
療
＝
在
宅
医
療
】
と

い
う
新
し
い
医
療
概
念
の
提
唱
』

（
ド
メ
ス
出
版
）
で
、
こ
れ
ま
で

の
「
キ
ュ
ア
志
向
の
医
療
＝
病

院
医
療
」
に
対
し
、「
ケ
ア
志
向

の
医
療
＝
在
宅
医
療
」
と
い
う
、

新
た
な
医
療
概
念
を
提
唱
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
私
が
開
業
９
年

目
に
学
ぶ
機
会
を
得
た
、
京
都

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
人
間

結
果
（
ケ
ア
）
で
あ
り
、
そ
れ

が
結
果
と
し
て
、
医
療
費
抑
制

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

専
門
医
制
度
に
お
け
る
現
存

の
18
の
基
本
領
域
の
専
門
医
は
、

「
キ
ュ
ア
志
向
の
病
院
医
療
」
か

ら
誕
生
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

延
長
線
上
に
、
新
た
な
19
番
目

の
専
門
医
と
し
て
全
て
の
疾
患

を
横
断
的
に
診
る
、
言
い
換
え

れ
ば
地
域
を
診
る
、
総
合
診
療

専
門
医
の
導
入
が
、
厚
生

労
働
省
の
検
討
会
で
検
討

さ
れ
た
と
私
は
見
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る

の
が
、「
総
合
診
療
専
門

医
と
は
、
ケ
ア
志
向
の
在

宅
医
療
（
病
院
外
医
療
）

の
専
門
医
で
あ
る
」
と
い

う
新
し
い
哲
学
の
構
築
で

す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
普
及
に
向

け
て
、
ケ
ア
志
向
の
在
宅

医
療
（
慢
性
期
医
療
）
を

行
う
総
合
診
療
専
門
医

が
、
キ
ュ
ア
志
向
の
病
院

医
療
と
ケ
ア
を
担
う
地
域

の
多
職
種
と
の
、
連
携
の

ハ
ブ
に
な
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

苦しみの構造
①客観的な状況

②主観的な想い・願い・価値観

ズレ＝苦しみキュア ケア

【図1】　苦しみの構造
出典：村田久行（1998）『改訂増補　ケアの思想と対人援助』（川島書店）p.45を一部改変

地域包括ケアシステムにおける専門医の配置

キュア志向の病院医療
（急性期医療）
従来の分野別専門医
（18診療科専門医）

各診療科専門医 多職種（ケアマネジャー、看護師、
薬剤師、歯科医師、介護士）

救急科専門医、総合内科専門医・・・

ケア志向の在宅医療
（慢性期医療）

総合診療専門医
（家庭医+在宅主治医）

連携

連携 連携

【図2】　地域包括ケアシステムのおける専門医の配置
出典：日本医事新報　11月特集号　No.4675　2013/11/30

在宅ケアネット鹿児島（CNK-ML）事務局　http://nakanozaitaku.jp/renkeikyoten/carenet.html
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匿
名
の
投
稿
を
許
さ
な
い
点
が
気
に

い
っ
て
い
る
。
治
療
行
為
は
苦
痛
と
引

き
換
え
だ
と
断
言
し
た
り
、
医
療
事

故
訴
訟
の
原
告
を
軽
蔑
し
た
り
す
る
よ

う
な
医
師
も
散
見
し
た
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

と
か
村
田
理
論
を
め
ぐ
る
哲
学
的
で
高

踏
的
な
議
論
や
政
治
的
な
発
言
を
め
ぐ

る
激
論
も
交
わ
さ
れ
た
り
し
て
辟
易
す

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
を
忌
避
す
る
か

の
よ
う
な
退
会
者
も
い
た
。

　

私
が
、
と
き
に
ウ
ン
ザ
リ
し
な
が
ら

も
、
こ
の
Ｍ
Ｌ
に
留
ま
っ
て
い
る
理
由
は

全
国
津
々
浦
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場

で
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
改
革
に
真
剣
に
取
り
組

む
医
師
や
看
護
師
や
薬
剤
師
や
介
護

専
門
職
ら
の
貴
重
な
実
践
や
生
の
声
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

医
師
に
よ
る
上
か
ら
目
線
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
れ
ば
、
自
分
自
身
の
体
験
に
基
づ

い
た
反
論
を
し
、
再
反
論
さ
れ
た
ら
再

再
反
論
す
る
。
そ
れ
が
私
の
作
法
で
あ

り
、
71
歳
の
年
金
生
活
者
と
し
て
の
つ

と
め
だ
と
思
う
。
そ
ん
な「
特
殊
市
民
」

に
共
感
メ
ー
ル
を
戴
く
と
嬉
し
い
。
た

だ
、
そ
れ
ら
は
往
々
に
し
て
看
護
師
ら

医
師
以
外
か
ら
の
個
人
メ
ー
ル
で
あ
る
。

そ
こ
に
実
名
を
原
則
と
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｋ
の

可
能
性
と
限
界
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

僕
が
参
加
し
て
驚
い
た
の
は
、
投
稿

の
活
発
さ
。
ず
ら
っ
と
な
ら
ん
だ
受
信

記
録
。
読
む
う
ち
に
、
気
づ
き
ま
し

た
。
ど
ん
ど
ん
、
自
分
は
こ
う
思
う
、っ

て
い
う
こ
と
を
、
ぶ
つ
け
合
っ
て
い
け
ば

よ
い
場
な
ん
だ
と
。
そ
こ
で
、
ど
ん
ど

ん
思
う
こ
と
を
発
信
し
て
み
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
ぶ
つ
け
た
の

で
、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
議
論
が
巻
き
起
こ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
で
投
稿

に
は
少
々
覚
悟
は
必
要
で
し
た
が
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
と
す
ば
ら
し
い
世
界

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で

発
信
す
る
こ
と
は
、
相
手
と
議
論
す
る

の
で
は
な
く
、
対
話
を
通
じ
て
、
コ
ン
セ

プ
ト
を
見
つ
め
直
す
、
内
省
の
場
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
他
の
方
々
と
の

違
い
を
知
り
、
自
分
は
何
者
な
の
か
を

見
つ
め
る
場
に
な
り
ま
す
。
僕
に
と
って

こ
こ
は
学
校
の
教
室
。
Ｍ
Ｌ
で
す
の
で
、

出
席
時
間
は
自
由
だ
し
、
退
学
も
入

学
も
自
由
。
そ
し
て
無
料
。
こ
ん
な
す

ば
ら
し
い
場
は
ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

僕
は
生
涯
こ
こ
の
学
生
と
し
て
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
野
さ

ん
、
こ
の
学
校
は
僕
が
死
ぬ
ま
で
続
け

て
く
だ
さ
い
ね
（
笑
）。 

　

私
は
、
沢
山
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
（
Ｍ
Ｌ
）
の
「
栄
枯
盛
衰
」
を
見

て
き
ま
し
た
。
重
要
な
情
報
提
供
が

あ
り
、
意
義
の
あ
る
討
論
が
あ
り
、

学
び
の
要
素
が
あ
り
、
管
理
者
が
上

手
く
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
す
る
Ｍ
Ｌ
は
発

展
し
て
い
ま
す
。
時
代
の
風
を
捉
え

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
達
が
有
意
な
情
報
を
注
ぎ

込
ん
で
く
れ
ま
す
。
時
に
は
、
最
高

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
場
に
な
り
、
国
の

施
策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
時
代
の
風
を
捉
え

ら
れ
な
く
な
る
と
、
脆
く
も
崩
れ
て

い
き
ま
す
。

　

私
が
Ｃ
Ｎ
Ｋ
に
加
入
し
た
の
は
７
年

ほ
ど
前
で
す
。
救
急
医
療
一
筋
の
私

が
、
複
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
始
し
よ

う
と
考
え
た
時
に
、
私
の
後
輩
で
あ
る

中
野
先
生
か
ら
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。

「
キ
ュ
ア
か
ら
ケ
ア
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
」
の
本
質
論
的
認
識
に
共
感
し
、
時

代
の
風
を
感
じ
、
今
、
多
く
の
素
敵
な

仲
間
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｋ
は
鹿
児
島
で
創
始
さ
れ
ま

し
た
が
、
時
代
の
風
を
捉
え
た
今
、

Ｃ
Ｎ
Ｊ
（Care-net Japan

）
と
い

う
次
のphase

へ
飛
び
立
つ
こ
と
を

切
望
し
ま
す
。
常
に
有
意
な
情
報
を

提
供
し
懐
の
深
い
Ｃ
Ｎ
Ｊ
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

数
年
前
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「Great 

T
U

N
A

M
I

」
と
称
し
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課

題
と
位
置
付
け
た
高
齢
化
の
波
は
、
ま

さ
に
地
球
上
の
国
々
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を

一
変
さ
せ
る
だ
け
の
巨
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
て
い
る
。
そ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
づ
く
り

を
し
て
い
る
の
が
、
わ
が
日
本
で
あ
る
。

　

さ
て
〝
挑
戦
す
る
在
宅
ケ
ア
〟
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
。全
国
の
ビ
ギ
ナ
ー

か
ら
先
達
ま
で
、
大
小
様
々
な
ニュ
ー
ス
が
、

リ
テ
ラ
シ
ー
や
論
争
の
種
と
な
り
、
現
在

の
苦
悩
（
苦
労
）
と
未
来
の
展
望
を
語

り
、
医
療
思
想
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
波

に
皆
、
必
死
で
乗
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
イ
な
「
場
」
と

し
て
の
意
義
と
面
白
さ
が
あ
る
。

　

私
は
国
政
の
場
で
医
療
介
護
現
場
の

代
弁
者
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
現
場
の
想
い

や
実
践
、
患
者
・
家
族
と
し
て
の
声
を
、

法
制
度
化
や
国
家
予
算
に
落
し
込
む
仕

事
を
し
て
き
た
が
、「
老
い
て
も
ぼ
け
て

も
自
分
の
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
後
ま

で
生
き
抜
き
た
い
」
と
思
う
国
民
の
ニ
ー

ズ
を
か
な
え
る
「
人
に
添
う
在
宅
医
療
・

看
護
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」
は
ま
さ
に
地

域
づ
く
り
。「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
し

て
の
国
家
戦
略
だ
ろ
う
と
思
って
い
る
。

　

患
者
・
家
族
、
医
療
提
供
者
、
行
政

の
〝
三
方
よ
し
〟
の
シ
ス
テ
ム
と
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
地
に
足
つ
い
た
未

来
志
向
の
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後
に
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。

　

山
高
け
れ
ば
裾
野
広
し
！

　

個
人
も
社
会
も
、
ほ
と
ん
ど
は
無
意

識
の
大
き
な
流
れ
や
動
き
の
な
か
に
あ

り
、
ご
く
一部
の
意
識
や
無
意
識
の
な
か

か
ら
意
識
へ
と
移
行
し
た
も
の
が
自
覚

さ
れ
る
だ
け
で
す
。

　

人
間
の
概
念
形
成
は
、
漠
然
と
し
た

も
の
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
二
分
割
な

ど
に
移
行
し
、
し
だ
い
に
多
角
化
し
た

構
造
に
移
行
し
ま
す
。

　

組
織
が
柔
軟
性
を
失
っ
て
守
り
の
姿

勢
が
強
く
な
る
と
管
理
強
化
が
打
ち
出

さ
れ
、
個
人
の
場
合
も
、
守
り
の
姿
勢

な
ど
が
強
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
主
役
と
し

て
で
き
る
範
囲
内
で
で
き
る
こ
と
を
や

ろ
う
と
し
て
い
け
ば
、
そ
の
範
囲
内
で

情
報
も
共
有
で
き
て
、
結
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
安
価
で
活
動
し
て
く

れ
る
経
験
豊
富
な
資
源
と
し
て
何
が
し

か
の
活
動
可
能
な
高
齢
者
を
活
用
し
て

い
け
れ
ば
、
日
本
は
人
的
資
源
大
国
に

な
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｋ-

Ｍ
Ｌ
は
、
意
欲
的
な
方
が
多

く
、今
後
の
ご
発
展
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

前衆議院議員
元日本看護協会

常任理事

山崎摩耶氏

Ｃ
Ｎ
Ｋ-

Ｍ
Ｌ
に
思
う

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の

在
宅
医
療・看
護
と
地
域
づ
く
り

老・病・死を考える会
世話人

尾﨑　雄氏

私
が
Ｃ
Ｎ
Ｋ
に
留
ま
っ
て
い
る
理
由

医療法人 おひさま会
理事長

山口 高秀氏

違
い
を
知
っ
て
自
分
を
み
つ
め
る
こ
と
の
で
き
る
教
室
？

Ｃ
Ｎ
Ｋ
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

東海大学医学救命救急・
地域医療連携講座　

特任准教授

山本五十年氏

寄 稿

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
飛
翔

草加永大クリニック
院　長

栫井雄一郎氏

Ｃ
Ｎ
Ｋ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

ー
意
欲
的
な
方
が
多
い
Ｃ
Ｎ
Ｋ-

Ｍ
Ｌ
ー
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「地域包括ケアと在宅医療」
～CNK-ML 過去・現在・未来～

在宅医療が日本を変える。

　

第
３
回
の
Ｃ
Ｎ
Ｋ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

「
医
療
と
介
護
の
連
携
︲
地
域
包

括
ケ
ア
の
構
築
の
促
進
・
阻
害
因

子
」
を
テ
ー
マ
に
、
銀
座
に
あ
る

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
研

究
会
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
て
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
、
全
国
各
地

か
ら
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
の
会
員
約
50
名

が
、
そ
れ
ぞ
れ
在
宅
医
療
へ
の
熱
い

思
い
を
胸
に
集
ま
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま
ず
ア
イ
ス
ブ

レ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
、
参
加
者
全

員
が
1
人
30
秒
ず
つ
の
自
己
紹
介

を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
普

段
、
Ｍ
Ｌ
内
で
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
で

あ
る
が
、
実
際
に
顔
を
見
る
の
は

こ
こ
が
始
め
て
で
あ
る
と
い
う
人

も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
「
オ

フ
会
」
と
し
て
の
意
味
が
、
本
セ

ミ
ナ
ー
に
は
大
き
い
。

　

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
の
後

は
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ
Ｌ
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
発
言
者
で
あ
る
東
海
大
学
医

学
部
救
命
救
急
・
地
域
医
療
連
携

講
座
特
任
准
教
授
の
山
本
五
十
年

氏
が
、「
地
域
包
括
ケ
ア
構
築
の

促
進
・
阻
害
因
子
（
在
宅
医
療
を

担
う
救
急
指
導
医
の
観
点
か
ら
）」

と
題
し
て
、基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
山
本
氏
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
の
構
築
に
向
け
て
、
考
え
、
行

動
す
る
の
は
「
今
で
あ
る
！
」
と

い
う
点
を
強
調
。
現
状
を
分
析
す

る
と
、
国
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
イ

メ
ー
ジ
、
工
程
は
公
表
さ
れ
て
お

り
、
医
療
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
は
想
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
現
場
か
ら
草
の

根
の
活
動
が
各
地
で
勃
興

し
て
お
り
、
在
宅
医
学
会

や
在
宅
関
係
事
業
所
・
団

体
な
ど
が
奮
闘
し
て
お
り
、

様
々
な
地
域
モ
デ
ル
が
誕

生
し
て
い
る
な
か
、「
国
民

の
社
会
保
障
へ
の
不
安
は

蔓
延
し
、
民
意
は
動
い
て

い
る
が
、
一
方
で
実
施
主

体
の
分
析
や
方
法
論
が
甘

い
」
と
指
摘
す
る
。

　

そ
の
上
で
山
本
氏
は
、
問
題
は

ま
ず
、
医
療
全
体
の
中
で
の
在
宅

医
療
の
位
置
づ
け
が
不
十
分
で
あ

り
、
救
急
医
療
と
在
宅
医
療
の
連

携
を
ど
う
作
る
か
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
地
域
包
括
ケ
ア
構

築
の
推
進
力
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
医
療
と
介
護
の

連
携
の
柱
に
な
り
う
る
か
、
そ
の

た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
と
指
摘
。

「
そ
も
そ
も
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
介
護
保
険
事
業
な
の

か
？　

医
療
と
介
護
の
総
力
を
結

集
し
、
国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
創
造
す
る
壮
大
な
事
業
で
は
な

い
の
か
？
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
「
キ
ュ
ア
︲
ケ
ア
の
最
適

化
」
と
い
う
点
で
、
救
急
医
療
の

位
置
づ
け
を
解
説
し
、
同
時
に
慢

性
疾
患
の
治
療
や
緩
和
ケ
ア
、
在

宅
ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
る
救
急
医
療

の
負
担
軽
減
な
ど
、
在
宅
医
療
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
そ
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
も
説
明
。
急
性
期
基
幹
病

院
と
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
に
よ

る
、
協
働
関
係
推
進
の
重
要
性
を

強
調
し
た
（
図
１
）。

　
一
方
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
本
来
は
保
健
所
の
公

衆
衛
生
・
予
防
／
健
康
増
進
事
業

を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、「
包

括
的
継
続
的
な
支
援
を
行
う
地
域

包
括
ケ
ア
を
実
現
す
る
た
め
の
中

心
的
役
割
」（
長
寿
社
会
開
発
セ

第
３
回 

Ｃ
Ｎ
Ｋ
セ
ミ
ナ
ー 〝
空
中
戦
〟か
ら〝
地
上
戦
〟へ

Ｍ
Ｌ
で
の
議
論
と
地
続
き
の
オ
フ
会

活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
魅
力

普
段
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
議
論
を
交
わ
す
在
宅
ケ
ア
ネ
ッ
ト
鹿
児
島
Ｍ
Ｌ
（
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︱
Ｍ
Ｌ
）
の
会
員
が
、

直
接
顔
を
合
わ
せ
る
「
オ
フ
会
」
が
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。
今
回
で
３
回
目
と
な
る
Ｃ
Ｎ
Ｋ
セ
ミ
ナ
ー
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
現
場
か
ら
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

今
年
で
３
回
目
と
な
っ
た

Ｃ
Ｎ
Ｋ︲
Ｍ
Ｌ
の
オ
フ
会

救
急
医
療
の
視
点
か
ら
見
た

地
域
包
括
ケ
ア
の
課
題

東海大学医学部救命救急・
地域医療連携講座特任准教授　山本五十年氏

【図1】　医療における協働関係の推進
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を
創
造
す
る
、
壮
大
な
事
業
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
ん
だ
。

　

続
い
て
総
務
省
消
防
庁
審
議
官

で
、
前
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
担

当
参
事
官
の
武
田
俊
彦
氏
が
、「
地

域
包
括
ケ
ア
の
目
指
す
も
の
︱
救

急
医
療
、
在
宅
医
療
、
病
院
、
医

療
介
護
連
携
︱
」
と
題
し
、
基
調

講
演
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
武
田
氏
は
、
本
講
演
に

お
け
る
厚
生
労
働
行
政
に
か
か

わ
る
部
分
の
見
解
は
、
あ
く
ま

で
も
個
人
的
見
解
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
の
報
告
書
や
日
医
・
四
病
協

提
言
が
示
す
、
か
か
り
つ
け
医
の

定
義
や
機
能
を
示
し
た
。
そ
の
上

で
同
氏
は
、
救
急
か
ら
見
た
今
の

医
療
提
供
体
制
と
し
て
、
救
急
搬

送
件
数
は
増
加
が
続
き
、
救
急
搬

送
は
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
と
指

摘
。
救
急
隊
の
増
加
は
容
易
で
は

な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
は
搬
送
困

難
事
例
が
増
大
し
て
い
る
な
か
、

救
急
相
談
の
コ
ー
ル
も
多
く
、
救

急
医
療
現
場
の
医
師
の
疲
弊
も
続

い
て
い
る
と
述
べ
た
。
困
っ
た
と

き
に
ど
こ
を
受
診
す
る
の
か
と
い

う
点
で
、
患
者
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ

ス
が
保
障
さ
れ
て
い
る
反
面
、
ど

こ
に
行
っ
て
よ
い
の
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
現
状
が
あ
り
、「
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
医
療
の
再
構
築
が

迫
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
し
、
さ

ら
に
こ
の
時
期
に
出
た
日
医
・
四

病
協
の
提
言
を
ど
う
見
る
べ
き
か

が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
、
そ
の
意

義
に
つ
い
て
考
察
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
武
田
氏
は
、
地
域
包
括

ケ
ア
か
ら
見
た
医
療
改
革
と
し

て
、
医
療
を
も
包
括
し
た
地
域

包
括
ケ
ア
の
再
定
義
が
な
さ
れ
る

中
、
医
師
会
や
病
院
団
体
が
地
域

包
括
ケ
ア
の
推
進
を
宣
言
し
、
在

宅
医
療
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

入
っ
た
と
し
た
上
で
「
患
者
の
視

点
で
再
定
義
す
る
と
す
れ
ば
？
」

「
地
域
包
括
ケ
ア
の
視
点
で
見
た

診
療
所
、
病
院
の
将
来
像
は
？
」

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
在
宅
医
療
と
は
？
」
と
い
う

視
点
の
重
要
性
を
指
摘
。「
地
域

包
括
ケ
ア
の
構
築
で
医
療
・
介
護

難
民
を
作
ら
な
い
た
め
に
」
と

目
標
を
設
定
す
る
と
す
れ
ば
、
医

療
・
介
護
が
必
要
な
人
に
適
切
な

支
援
を
行
え
る
体
制
が
必
要
で
あ

る
が
、「
介
護
で
は
ケ
ア
マ
ネ
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
制
度

化
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
と
の
連

携
は
不
十
分
。
医
療
で
は
、
退
院

支
援
の
充
実
が
必
要
だ
が
、
患
者

支
援
体
制
は
制
度
化
さ
れ
て
い
な

い
。
地
域
医
療
・
地
域
包
括
ケ
ア

を
担
う
病
院
の
機
能
、
診
療
報
酬

上
の
評
価
に
、
こ
れ
ら
の
機
能
が

組
み
込
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と

指
摘
。「
ど
の
よ
う
な
病
気
に
対

応
し
、
ど
の
よ
う
な
患
者
が
入
院

し
て
い
る
の
か
と
い
う
病
床
の
医

療
機
能
に
加
え
、
病
院
と

し
て
果
た
し
て
い
る
地
域

包
括
ケ
ア
を
担
う
機
能
の

積
極
評
価
が
不
可
欠
だ
」

と
強
調
し
た
。

　

武
田
氏
は
、
こ
う
し
た

患
者
の
視
点
、
患
者
の
流

れ
を
踏
ま
え
た
地
域
に
お

け
る
機
能
分
化
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
み
る
と
、「
現
状

は
す
で
に
、
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
が
現
れ
始
め
て
い
る

と
言
え
な
い
か
」
と
課
題

を
定
義
し
た
。
た
と
え
ば
、
救
急

搬
送
を
断
ら
れ
る
高
齢
者
な
ど
、

救
急
搬
送
の
問
題
。
転
退
院
が
困

難
な
救
急
部
門
の
入
院
患
者
の
存

在
（
救
急
の
出
口
問
題
）。
病
院

か
ら
退
院
で
き
な
い
患
者
が
一
定

程
度
存
在
（
特
定
除
外
の
問
題
）。

転
院
先
を
探
す
患
者
や
家
族
と
、

そ
れ
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
の
不
在

（
医
療
・
介
護
難
民
）。
在
宅
医
療

が
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い

な
い
、
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
武
田
氏
は
、
入
院
か

ら
退
院
・
転
院
の
患
者
の
流
れ

の
イ
メ
ー
ジ
を
整
理
し
、
地
域

医
療
を
担
う
病
院
機
能
が
今
後
重

要
に
な
る
と
強
調
。
具
体
的
な
事

例
と
し
て
、
京
都
府
医
師
会
に
よ

ン
タ
ー
）
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

の
か
？
」
と
疑
問
を
呈
し
た
。
同

様
に
介
護
支
援
専
門
員
制
度
に
つ

い
て
も
、
医
療
を
含
む
ア
セ
ス
メ
ン

ト
が
不
十
分
で
あ
り
、
医
療
に
弱

い
。
地
域
で
は
医
療
に
強
い
介
護

支
援
専
門
員
が
期
待
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
介
護
支
援
専
門
員
の

「
否
定
的
」
な
状
況
は
、
制
度
発

足
か
ら
宿
命
付
け
ら
れ
て
い
る
と

し
、
医
療
に
強
い
介
護
支
援
専
門

員
制
度
を
目
指
す
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
に
つい
て
指
摘
し
た
。

　

医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ
い
て

は
、医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
し
た
共
通
の
土
台
が
必

要
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
相
互

理
解
に
よ
る
共
通
の
認
識
・
共
通

の
言
語
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
山
本
氏
は
、「
高

齢
化
社
会
の
到
来
に
と
も
な
い
、

医
療
の
枠
組
み
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
）

は
地
殻
変
動
を
起
こ
し
つ
つ
あ

る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
、
介
護
保
険
事
業
に
単
純

化
さ
れ
ず
、
基
礎
自
治
体
に
丸
投

げ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
国
・
都

道
府
県
・
市
町
村
の
行
政
の
指
導

力
、
医
療
と
介
護
・
福
祉
の
総
力

を
結
集
し
、
国
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
＝
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム

地
域
医
療
を
担
う

病
院
機
能
の
重
要
性

総務省消防庁審議官
武田俊彦氏

【図2】　地域包括ケアの地域急性期病院（中小病院）の役割（私案）

Visionと戦略  2014.1 14



「地域包括ケアと在宅医療」
～CNK-ML 過去・現在・未来～

在宅医療が日本を変える。

な
討
論
を
行
って
い
た
。

　

た
と
え
ば
記
者
が
参
加
し
た
グ

ル
ー
プ
で
は
、
現
役
の
医
師
、
政

治
家
、
市
民
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
自
由
闊
達
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
、
そ
の
様
子
は
、

職
種
や
社
会
的
地
位
な
ど
の
階
層

に
囚
わ
れ
な
い
、
き
わ
め
て
フ
ラ
ッ

ト
な
雰
囲
気
で
の
討
論
と
な
っ
た
。

　

討
論
後
の
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表

で
は
、「
医
療
費
や
行
政
、
現
場

の
問
題
な
ど
の
阻
害
因
子
が
あ
る

な
か
、
市
民
参
加
型
の
シ
ス
テ
ム

構
築
が
必
要
」「
知
識
と
教
育
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ

プ
、
介
護
職
の
低
い
報
酬
が
阻
害

因
子
と
し
て
あ
り
、
行
政
が
分
か

る
市
民
の
登
場
が
重
要
」「
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
の
矛
盾
を
ど
う
捉
え
る

の
か
？
」「
市
町
村
の
議
会
が
担

う
役
割
を
見
直
す
」「
市
民
の
リ

テ
ラ
シ
ー
の
向
上
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

生
か
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
な

ど
、
多
彩
な
意
見
が
示
さ
れ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
後
は
、
質
疑

応
答
と
し
て
、
参
加
者
か
ら
の
発

言
が
な
さ
れ
、
最
後
に
Ｃ
Ｎ
Ｋ
︲
Ｍ

Ｌ
の
主
催
者
で
あ
る
中
野
一
司
氏

が
、
ま
と
め
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

　

中
野
氏
は
、
現
在
、
厚
生
労
働

省
で
議
論
さ
れ
て
い
る
総
合
診
療

専
門
医
を
、
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医

療
の
担
い
手
と
定
義
し
た
上
で
、

本
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

「
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
の
促
進
・

阻
害
因
子
」
と
い
う
課
題
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
医
療
と
介
護
の
連
携
で

あ
る
と
強
調
。
そ
れ
は
キ
ュ
ア

と
ケ
ア
の
連
携
な
の
だ
が
、
医
師

の
提
供
す
る
医
療
の
９
割
５
部
は

キ
ュ
ア
志
向
で
あ
り
、
キ
ュ
ア
志

向
の
医
者
と
、
生
活
を
支
援
す
る

ケ
ア
志
向
の
介
護
職
は
、
そ
も
そ

も
水
と
油
で
あ
り
、
合
う
は
ず
が

な
い
と
指
摘
。
そ
の
レ
ベ
ル
で
医

療
と
介
護
の
連
携
と
い
っ
て
も
、

ま
ず
合
う
は
ず
が
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
こ
に
介
在
す
る
の
が
、

「
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
」
な
の

だ
と
述
べ
た
。

　
「
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
と
介

護
は
、当
然
な
が
ら
相
性
が
よ
い
。

ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
は
、
看
取

り
ま
で
対
応
し
、
死
ぬ
ま
で
家
で

過
ご
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
を
支

援
す
る
医
療
だ
か
ら
で
す
。
一
方

で
、
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
と
、

キ
ュ
ア
志
向
の
病
院
医
療
も
相
性

が
い
い
の
で
す
。
担
う
医
療
の
領

域
が
違
い
ま
す
か
ら
。
た
と
え
ば

在
宅
の
高
齢
者
が
肺
炎
に
な
っ
た

ら
、
家
で
粘
る
よ
り
は
、
病
院
に

送
っ
て
治
療
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う

が
い
い
。
だ
か
ら
こ
そ
医
療
と
介

護
の
連
携
に
、
ハ
ブ
機
能
と
し
て

の
ケ
ア
志
向
の
在
宅
医
療
が
必
要

に
な
る
の
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、

こ
の
概
念
が
な
い
と
、
医
療
と
介

護
の
連
携
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ

が
今
日
の
テ
ー
マ
の
ポ
イ
ン
ト
で

す
」
と
、
中
野
氏
は
結
ん
だ
。

（
文
／
瀬
沼
健
司
）

る
「
在
宅
療
養
あ
ん
し
ん
病
院
制

度
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
地
域
急
性
期
病
院
（
地

域
中
小
病
院
）
の
役
割
私
案
（
図

２
）、
病
床
機
能
と
病
院
が
果
た

す
機
能
の
整
理
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
、「
高
度
急
性
期
病
院
が
救

急
・
急
性
期
の
中
核
に
な
る
の
に

対
し
て
、
地
域
の
病
院
は
、
医
療

難
民
、
介
護
難
民
を
作
ら
な
い
た

め
の
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
な
る
べ
き
」
と
述
べ
た
。

　

山
本
・
武
田
両
氏
の
基
調
講
演

に
続
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
全
員

に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ

た
。
参
加
者
を
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、「
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
の

促
進
因
子
・
阻
害
因
子
」
を
テ
ー

マ
に
１
時
間
ほ
ど
討
論
し
、
そ
の

結
果
を
、
各
グ
ル
ー
プ
が
発
表
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

８
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
あ
ら
か
じ

め
主
催
側
に
よ
って
、
多
職
種
の
参

加
者
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
混
じ
る
よ
う

配
慮
の
上
グ
ル
ー
プ
分
け
が
な
さ

れ
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
医
療
関
係

者
、
介
護
・
福
祉
関
係
者
、
マ
ス
コ

ミ
関
係
者
な
ど
が
、
活
発
で
真
摯

活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
る

フ
ラ
ッ
ト
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

グループワークの様子

グループワーク後の発表の様子

グループワークの様子

質疑およびまとめの様子

Visionと戦略  2014.115



ル
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
よ
り
解

説
が
行
わ
れ
た
。

　

真
面
目
な
テ
ー
マ
を
柔
ら
か
い

場
で
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
組
織
や

立
場
の
異
な
る
人
た
ち
の
対
話
を

生
み
出
す―

―

そ
れ
が
メ
デ
ィ
カ

ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
バ
ー
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
講
義
の

場
と
い
う
の
は
一
方
的
に
話
を
聞

く
の
み
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
バ
ー
は

「
聞
く
」
だ
け
で
は
な
く
、
参
加

し
た
一
人
ひ
と
り
が
「
考
え
る
」、

そ
し
て
「
対
話
す
る
」、
そ
の
中

か
ら
「
気
づ
き
を
得
る
」、
と
い

う
こ
と
を
主
旨
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
の
ル
ー
ル
と
し
て
ス
タ
ッ

フ
が
示
し
た
の
は
、次
の
通
り
だ
。

　

ま
ず
は
「
私
を
主
語
に
語
る
こ

と
」、
そ
し
て
「
あ
え
て
判
断
を

保
留
す
る
こ
と
」、何
よ
り
も
「
楽

し
む
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一

般
論
で
は
な
く
、「
私
は
こ
う
思

う
」
と
い
う
こ
と
を
お
互
い
に
語

り
合
い
な
が
ら
、
あ
え
て
判
断
を

保
留
す
る
こ
と
で
、「
こ
う
い
う

考
え
も
あ
る
の
か
」
と
い
う
気
付

き
に
つ
な
げ
て
い
く
。
議
論
を
戦

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
み
ん
な

違
っ
て
当
た
り
前
」
と
い
う
前
提

に
立
ち
、
楽
し
み
な
が
ら
意
見
を

交
換
し
合
う
、
そ
れ
が
こ
の
企
画

の
狙
い
で
あ
る
。

　

で
は
、
何
を
テ
ー
マ
に
語
り
合

う
の
か
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て

講
演
し
た
の
は
、
草
加
永
大
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
栫
井
雄
一
郎
氏

だ
。
氏
が
提
示
し
た
の
は
、
黒
沢

明
監
督
の
映
画
『
生
き
る
』。
こ

の
映
画
は
題
名
通
り
「
生
き
る
」

と
い
う
普
遍
的
な
テ
ー
マ
に
真
っ

向
か
ら
切
り
込
ん
だ
も
の
で
、
時

代
劇
の
印
象
が
強
い
黒
沢
映
画
の

中
で
は
異
色
の
作
品
と
し
て
知
ら

れ
る
。
栫
井
氏
が
読
み
上
げ
た
の

は
、
こ
の
制
作
の
意
図
に
つ
い
て

の
黒
沢
監
督
の
言
葉
で
あ
る
。

―
―

こ
の
映
画
の
主
人
公
は
死
に

直
面
し
て
、
は
じ
め
て
過
去
の
自

分
の
無
意
味
な
生
き
方
に
気
が
つ

く
。
い
や
、
こ
れ
ま
で
自
分
が
ま

る
で
生
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

気
が
つ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
残

さ
れ
た
僅
か
な
期
間
を
、
あ
わ
て

て
立
派
に
生
き
よ
う
と
す
る
。
僕

は
、
こ
の
人
間
の
軽
薄
か
ら
生
ま

れ
た
悲
劇
を
し
み
じ
み
と
描
い
て

み
た
か
っ
た
の
で
あ
る―

―

　

死
に
直
面
し
た
時
、
得
体
の
知

れ
な
い
恐
怖
に
襲
わ
れ
、「
死
に
た

く
な
い
」
と
叫
ぶ
。
そ
ん
な
あ
り

の
ま
ま
の
人
間
の
姿
を
赤
裸
々
に

描
き
、「
な
ぜ
生
き
る
か
」
を
世
に

問
う
た
こ
の
作
品
。
そ
れ
は
黒
沢

明
監
督
自
身
の
実
感
を
土
台
に
し

た
映
画
で
も
あ
る
。
今
回
の
話
し

合
い
の
テ
ー
マ
と
し
て
、こ
の
「
生

き
る
」
を
提
案
し
た
栫
井
氏
。「
皆

さ
ん
は
今
、
生
き
て
い
る
が
、
い

つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
。
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
し
ま

う
が
、
人
間
の
死
亡
率
は
百
パ
ー

セ
ン
ト
だ
。
生
き
る
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
こ
と
は
、
逆
説
的
に
死

を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
自
分
自

身
が
ど
う
生
き
る
か
、
自
分
自
身

が
ど
う
死
に
た
い
か
、
こ
れ
を
一

つ
の
テ
ー
マ
に
し
て
は
ど
う
か
」

と
語
り
、
対
話
を
呼
び
か
け
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
、
約
30
分
の

対
話
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
ぞ
れ
の

Ｃ
Ｎ
Ｋ
懇
親
会「
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
バ
ー
」で

「
生
き
る
」を
テ
ー
マ
に
大
い
に
語
る

　

今
回
の
進
行
を
担
当
し
た
の

は
、
医
療
法
人
お
ひ
さ
ま
会
理
事

長
の
山
口
高
秀
氏
が
代
表
を
務

め
る
、
株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
の
ス

タ
ッ
フ
。
ま
ず
は
、
こ
の
ラ
ー
ニ

ン
グ
バ
ー
の
「
お
作
法
」
と
題
し

て
、
企
画
の
主
旨
、
お
よ
び
ル
ー

Ｃ
Ｎ
Ｋ
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
、前
夜
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会「
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
バ
ー
」。
ラ
ー
ニ
ン
グ
バ
ー

と
は
、
料
理
や
お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
、
講
演
を
聴
き
、
そ
し
て
対
話
を
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
大
人
の
た
め

の
学
び
の
ス
タ
イ
ル
」
だ
。
当
日
は
全
国
か
ら
45
名
の
参
加
者
が
集
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
活

発
な
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
の
模
様
を
報
告
す
る
。

立
場
の
異
な
る
人
た
ち
の
、

自
然
な
対
話
を
生
み
出
す

プレゼンターの栫井氏が、ラーニングバーのテーマを設定

45
人
の
参
加
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の「
生
き
る
」を
語
る
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「地域包括ケアと在宅医療」
～CNK-ML 過去・現在・未来～

在宅医療が日本を変える。

ぞ
れ
が
記
し
た
「
生
き
る
」
を
共

有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
参
加
者
か

ら
の
た
く
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
を
も

と
に
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
た
の

は
、
山
口
氏
、
そ
し
て
Ｃ
Ｎ
Ｋ
主

催
者
の
中
野
一
司
氏
。
ま
ず
山
口

氏
が
語
っ
た
の
は
、
自
ら
が
抱
い

て
い
る
生
と
死
の
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　
「
人
生
の
終
わ
り
と
い
う
ゴ
ー

ル
を
意
識
し
て
、
そ
こ
に
向
か
っ

て
走
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
む

し
ろ
ゴ
ー
ル
は
な
い
と
思
っ
て

走
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
知
ら
な

い
間
に
ス
ポ
ッ
と
い
な
く
な
っ
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
」
と
語
っ
た
山
口

氏
。
一
方
で
、
た
く
さ
ん
の
メ
モ

の
中
か
ら
山
口
氏
が
拾
い
上
げ
た

の
は
、「
生
き
る
こ
と
と
死
ぬ
こ

と
は
一
体
だ
。
で
も
死
ぬ
ん
だ
っ

た
ら
が
ん
」
と
の
コ
メ
ン
ト
だ
。

　

ゴ
ー
ル
が
あ
る
程
度
、
見
え
て

い
る
生
に
つ
い
て
、
今
度
は
中
野

氏
が
、
自
ら
の
経
験
を
ふ
ま
え
て

コ
メ
ン
ト
。「
が
ん
末
期
の
患
者

が
、
自
分
が
こ
の
世
か
ら
い
な
く

な
る
こ
と
が
心
配
で
た
ま
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
口
に
す
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
時
に
自
分

が
必
ず
言
う
の
は
、
心
配
す
る
状

況
に
な
っ
た
ら
、
も
う
心
配
は
な

く
な
り
ま
す
よ
、
と
い
う
こ
と
。

生
き
て
い
る
か
ら
苦
し
い
の
で

あ
っ
て
、
死
ぬ
と
き
は
意
識
が
な

い
か
ら
苦
し
く
な
い
。
そ
れ
な
ら

ば
今
、
心
配
し
て
い
る
死
が
訪
れ

る
ま
で
、
人
生
を
楽
し
め
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
、そ
う
話
し
て
い
る
」

と
語
っ
た
。

　

続
け
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
の
は
、
何
の
た
め
に

生
き
る
の
か
、
と
い
う
コ
メ
ン
ト

で
あ
る
。「
好
き
な
こ
と
を
す
る
、

育
て
る
、
社
会
貢
献
」
と
い
う
三

つ
の
生
き
る
意
味
が
記
さ
れ
た
そ

の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
、
中
野
氏
は

「
人
は
基
本
的
に
依
存
的
な
存
在

で
あ
り
、
自
分
自
身
が
人
に
育
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が

大
事
」
と
コ
メ
ン
ト
。
こ
れ
を
受

け
て
山
口
氏
も
、「
目
の
前
に
弱
っ

て
い
る
人
が
い
て
、
そ
れ
を
無
視

し
て
歩
き
去
る
の
は
気
持
ち
が
悪

い
も
の
で
、
助
け
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
気
持
ち
は
非
常
に
苦
し

い
も
の
。無
視
し
て
も
苦
し
い
し
、

ケ
ア
し
て
い
て
も
苦
し
い
。
だ
か

ら
、
ケ
ア
し
て
苦
し
ん
で
い
る
そ

の
人
を
ま
た
ケ
ア
す
る
必
要
が
あ

る
。そ
れ
が
つ
な
が
っ
て
い
く
と
、

地
域
包
括
ケ
ア
に
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
語
っ
た
。

　

45
人
の
参
加
者
が
、
45
通
り
の

「
生
き
る
」
を
語
っ
た
今
回
の
メ

デ
ィ
カ
ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
バ
ー
。
運

営
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
よ
り
、
参
加
者
が
職
種
の
垣

根
を
越
え
て
楽
し
く
語
り
合
い
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

最
後
に
山
口
氏
は
、
こ
う
し
て

語
り
合
う
こ
と
の
意
義
に
つ
い

て
、「
多
職
種
連
携
に
お
い
て
は

相
手
の
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
が
、

そ
れ
を
会
議
室
で
解
決
す
る
の

は
難
し
い
。
こ
の
壁
を
何
と
か

突
き
崩
そ
う
と
思
っ
た
時
、
こ

の
よ
う
な
場
を
通
し
て
人
と
の

違
い
を
知
り
、
自
分
の
中
で
そ

れ
を
反
芻
で
き
る
意
義
は
大
き

い
。
そ
う
い
う
こ
と
の
繰
り
返

し
に
よ
っ
て
多
職
種
連
携
の
壁

も
な
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
仮

説
に
基
づ
き
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」

と
結
ん
だ
。

　

さ
ら
に
中
野
氏
も
、「
不
安
を

抱
え
る
患
者
が
医
療
者
と
つ
な

が
る
こ
と
で
在
宅
で
も
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ

に
お
い
て
も
こ
う
し
て
つ
な
が

る
こ
と
に
大
い
に
意
味
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
盛

会
の
場
を
締
め
く
く
っ
た
。

（
文
／
佐
藤
あ
ゆ
美
）

テ
ー
ブ
ル
で
自
由
に
話
し
合
い
を

し
た
後
、
テ
ー
ブ
ル
の
中
央
に
用

意
さ
れ
た
メ
モ
用
紙
に
、
参
加
者

が
「
私
に
と
っ
て
の
生
き
る
と
い

う
こ
と
」
を
思
い
思
い
に
書
き
込

ん
で
い
く
。30
分
が
経
過
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
意
見
を
記
し

た
た
く
さ
ん
メ
モ
が
集
ま
っ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
の
は
、
そ
れ

人
と
の
違
い
を
知
る
こ
と
で

多
職
種
の
垣
根
を
越
え
て
い
く

それぞれが、「生きる」について思い思いに書き込んでいく

生と死について語る山口氏（右）と中野氏（左）

ラーニングバーの企画・運営をした一般社団法人 LINK 理事長の山口氏（右上）
司会を務めた大島氏（右下）とメンバーの皆さん

美味しい料理とお酒を楽しみながらのトーク
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